
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ157、Ｏ26 等）の発生が昨年の同時期（8 月 1 日）に比べて件数として

は 8 倍、人数としては 10 倍以上となっています。発生が拡大しないよう以下の点について、注意をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ157、Ｏ26 等）の発生状況 

 平成 25 年 

(1/1～12/31) 

平成 26 年 

(8/1 現在) 

備考 

発生件数（件） 17 16 昨年同期：2 件 

届出数（人） 26 25 昨年同期：2 人 
 

  号 外 

 

号 

平成 26 年 

8 月 5 日発行 
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県内で腸管出血性大腸菌感染症多発！！ 

 

 

手にはさまざまな雑菌

が付着しています。 

こまめに手洗いをして

ください。 

手洗い  

 

焼肉などの場合には、生肉

をつかむ箸と焼けた肉をつ

かむ箸は別のものにしてく

ださい。 

箸を共有しない  

 

中心部を 75℃で 1 分間

以上加熱してください。こ

れだけでほとんどの細菌や

ウイルスは死滅します。 

よく加熱する 

丹南地区では患者が通園する保育所の同クラスにおいて、下痢等の症状がある園児がおり、

検査の結果、5 人から腸管出血性大腸菌Ｏ26 が検出されました。家庭内ではもちろん、施設

でも手洗い等の徹底をお願いします。 

 


